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   A combined therapy of irradiation and 8 MHz radiofrequency hyperthermia using the 
Thermotron-RF Model 8 was performed on a patient with mediastinal metastasis of renal 
cancer. The patient was a 74-year-old male, who received left transperitoneal nephrectomy 
for left renal tumor in December, 1982. Histology report indicated clear cell carcinoma of 
the kidney. He noticed puffy face and dyspnea in April, 1984. A CT scan showed a media-
stinal tumor 57 x43 x120 mm in size and right pleural effusion. Aspiration biopsies revealed 
metastatic adenocarcinoma of the mediastinal lymph nodes. The combined therapy of 
irradiation and 8 MHz radiofrequency hyperthermia was started in July, 1984. He was irra-
diated with daily 2.0 Gy, 5 times a week and was heated twice a week within one hour after 
each irradiation, totally 50 Gy of irradiation and 14 sessions of hyperthermia. After the 
treatment, 69% tumor regression and disappearance of pleural effusion were obtained. The 
combined therapy with 28.8 Gy of irradiation and 7 sessions of hyperthermia was added for 
the regrowth of the tumor in February, 1985. A 30% of tumor regression was achieved, 
however, there was no improvement of the dyspnea or pleural effusion. He died on April 8, 
1985.

























主 訴:肉 眼 的血 尿
例
。驚 多
家 族 歴 ・既 往 歴=特 記 す べ き こ とな し
現 病 歴:1980年頃 よ り,時 に 肉眼 的 血 尿 を認 め てい
た が 放 置 して い た.1982年lI月17日,某院 でDIPを
受 け,左 腎腫 瘍 を疑 わ れ,lI月20日,当 科 を初 診 し,
即 日入 院 した.左 腎腫 瘍 の診 断 で,12月15日,経 腹膜
的 左 腎 摘除 術 を施 行 した.腎 腫 瘍 はclearcellcarci-
nomaで あ り,そ の 重量 は665gで あ った.明 らか
な リ ンパ節 転 移,静 脈 内 浸 潤 は認 め ら れ ず,T2N。M。
と診 断 され た.1983年1月6日 退 院 し,同 年10月ま で
カ ンモ フ ール600mgf日を 内服 し てい た.1984年4月
に 入 り,顔 面 浮 腫,右 胸 部 痛 が 出現 した た め,5月
21日に 本 院 第1外 科 を受 診 した.CTス キ ャ ンで縦 隔
腫 瘍 を 認 め,吸 引 生 検に よる細 胞 癌 でclassV,腺癌
との結 果 を得 た.以 上 の 所 見 よ り,左 腎 腫 瘍 術 後 の縦
隔 リンパ節 転 移,お よび そ れ に よる上 大 静 脈 症 候 群 と
診 断 され,放 射 線 照 射 併用 温 熱療 法 の 目的 で,1984年
7月20日,当 科 へ再 入 院 した.
入 院 時 現症=体 格,栄 養 は 中 等 度.軽 度 の顔 面 浮 腫
は み られ た が,胸 部 腹 部 に は 理 学 的 異 常所 見は 認 め ら
れ なか った.
入 院 時 検査 成 績:末 梢 血:赤 血 球 数348x104/mm3,
白血球 数4,400/mm3,HblI。99/dl,Ht34.3%,血
小 板 数z4.3×10a/mm3,白血 球 分 画 好中 球 単 核 球
14,分葉核 球40,好 酸球3,好 塩 基 球1単 球15,
リンパ球as,そ の他1モ ノ ク ロナ ー ル抗 体 陽 性 率
懸
夢
Fig.1.胸部単 純 撮 影(1984年7月)=気 管 を 左方 へ
圧 排 す る60×120mmの 縦 隔 リンパ 節腫 大
が み られ る.
中嶋 ・ほか:RF加 温療法 ・腎癌縦隔転移
OKT360.9%,OKT444.8%,OKT824.5%,出
血 時 間3/30",赤 沈1時 間 値63mm,2時 間値95
mm.
血 液 化学 検 査lCRP4.6mg/dl,GOT431u/1,
GPT771U/1,LDH5211U/1,TP7.2g/dl,Alb




mg/d1.動脈 血 ガ ス分 析:pH7.36,PCO238m・nHg,
PO272mmHg,ツ ベ ル ク リン反 応24時 間値30x25
mm,48時間値23×19mm.尿 所 見:蛋 白(+),pH
6.o,RBCO～1/F,WBCO～1/F,尿細 胞 診classI
(以後 の検 査 成 績 の単 位 は 同 一 な の で省 略 す る).
X線 検査 所 見:胸 部 単 純 撮影 で は気 管 を左 側 に 圧排
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す る60×120mmの 縦 隔 リン パ 節 腫 大 が み ら れ た
(Fig.1).CTスキ ャ ンで,こ の リ ン パ節 腫 大 は57
×43×120mmで あ り(Fig.2),右胸 腔 内に,胸 水
の貯 留 が 認 め られ た(Fig.3).
入 院 後 経 過:1984年7月24日よ り,1日1回2,0Gy
の放 射 線 照 射 を週5回 行 い,照 射0.5～1時 間 後 に,
週2回,各1時 間 のRF加 温 を 併 用 し,9月7日 ま
でに50Gyの 照 射 と14回 のRF加 温 療 法 を 行 っ
た.治 療 経 過 中 の8月 初 旬 よ り,吸 呼 困 難 お よび顔 面
浮腫 は軽 快 した.維 持療 法 とし て,イ ン ター フ ェ ロ ン
投 与 を試 み た が,高 度 の発 熱を 認 め,患 老 の 希望 もあ
り,9月18日 退 院 した.
退 院 時検 査 成 績:末 梢 血:赤 血 球数352×10^,白
血 球 数2,500,HblI.1,Ht33.1,血小板 数30.2×




















Fig.2.胸 部CTス キ ャ ン(1984年7月)=57×43mmの 縦 隔 リ ソパ
節 腫 大 が み られ る.
Fig.3.胸部CTス キ ャ ン(1984年7月):右 胸腔 に 胸 水 の 貯 留 が み られ る.
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Fig.4.胸 部単 純 撮 影(1984年9月):縦 隔 リンパ 節
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Fig.5.胸 部CTス キ ャ ン(1984年9月):縦 隔 リ ンパ 節 は35×22mm
に 縮 小 して い る.
酸 球3,好 塩 基 球2,単 球23,リ ソ球16,モ ノ ク ロ ナ
ー ル 抗 体 陽 性 率OKT355 ,0,0KT428.9,0KT8
23.2。出 血 時 間3'00",赤 沈1時 間 値86,2時 間 値
125.
血 液 化 学 検 査CRP3,0,GOT49,GPT71,
LDH304,TP7,0,Alb57,1,ai4,3,az10.3,Q
lO.2,yis,1,血中 フ ィ プ リ ノ ー ゲ ン400,血 中FDP
10以下,Na139,K3,9,Ga4.5,Cl99,BUNI7,
Cr1.5,尿 酸4.3.動 脈 血 ガ ス 分 析lpM7。43,PCO2
41,PO265.ッ 反2411寺間 値6×4,48時 間 値15×14.
尿 所 見 蛋 白(+),pH6,5,RBCO-1/F,WBC
(一)・
退 院時X線 検 査 所 見:治 療 終 了 後に は,胸 部 単 純撮
影 で 腫瘍 に よる気 管 の左 方 へ の圧 排 は軽 度 とな り,腫
瘍 の 大 きさ は35x90mmと 縮 小 した(Fig.4),CT
ス キ ャ ンで は,こ の リ ンパ 節 転移 は35×22×90mm
で あ り(Fig.5),2方向測 定 に よ る腫 瘍 縮 小 率 は65
0に達 した.ま た,治 療 前 に右 胸腔 内に み られ た 胸 水
は消 失 した(Fig.6).
退 院後 経 過:1984年9月18日退 院 した が,10月30日
のCTス キ ャ ンで は,治 療 直 後 と変 化 は 認 め られ ず,
自宅ivirft養して い た.1985年1月中 旬 頃 よ り再 び 呼 吸 困















Fig・6・胸 部cTス キ ャ ン(1984年9月):治 療 前 に み られ た 胸水 は 消
失 して い る.
rig.7.胸 部CTス キ ャ ン(1985年1月):右 胸 腔 の著 し い胸 水 貯 留 が
認 め られ る.
難が 出 現 し,1月23日 のCTス キ ャ ンで 縦 隔 リンパ
節 の増 大,著 明 な胸 水 の 増 大 が み られ た た め(F量g.
7),1月30日再 入 院 した.
再 入 院時 現 症:栄 養 状 態 は,前 回入 院 時 と ほ ぼ 同
様.顔 面 浮 腫 と,前 胸 部 静 脈 の 怒 張 が認 め られ た.
再 入 院 時 検 査 成 績:末 梢 血 赤 血 球 数370×104,
白血 球 数3,400,Hb12.4,Ht35.0,血小 板 数20.4x
lO4,赤沈1時 間値31,2時 間 値55,肝 ・腎 機 能 異 常
な し.血 中 フ ィブ リ ノーr`ン289,血 中FDP10以
下.動 脈 血 ガ ス分 析:pH7.40,PCO244,PO267,
ツ反24時間 値26x24,48時間値20×22.
再 入 院 時 経 過:2月7日 よ り3月5日 ま でに,1.8
Gy×16回,計28.8Gyの 放 射 線 照 射 と7回 のRF
加 温療 法 を行 った.治 療 後 のCTス キ ャ ンで は,約
30%の腫瘍 縮 小 が 得 られ た が,胸 水 の 減 少 は認 め られ
な か った(Fib.8).患者 の 強 い 希 望 で,3月5日 退
院 した.
治療 後検 査 成 績 ・末 梢 血 著 変 な し.赤 沈1時 間 値
73,2時間値113,血 中 フ ィブ リ ノー ゲ ン411,血 中
FDP10以 下.動 脈 血 ガ ス分 析:pH7。35,PCO2
45,PO268,ツ反24時 間 値18×16,48時 間値15x
15.
退 院 後 経 過 ・3月5日 の 退 院 後 は 自宅 静 養 し て い
た。3月19日 呼 吸 困 難 が増 悪 し,近 医に 入 院 した が,
4月8日 急 死 した.死 因 は 呼吸 不 全 と考 え られ た が,















































































に集中的に流れるものと考え られ る.こ のように,


































この研究の一 部は文 部 省 科 学 試 験 研 究 費(課 題 番 号
58440065),および厚 生省がん研究助成金(課 題番号59-5)
の補助を受けた もので,付 記 して謝意を表 する.
文 献
1)菅原 努 ハ イ パ ー サ ー ミアの 現 状 と将来 .日 放
射 線 技 土 会誌30:11～23,1983
2)阿 部光 幸 ・平 岡真 寛=難 治 癌 に 対 す る 局所 加 温 併








4)松 田 忠i義 ・杉 山 彰 ・中 田_L一則RF加 温 療 法
の 研 究(第 工報).日 癌 治18;1904～1914,1983
5)中 嶋 和 喜 ・久 住 治 男 ・内 藤 克 輔 ・三 崎 俊 光 ・斉 藤
泰 雄:泌 尿 器 悪 性 腫 瘍 に 対 す るRF加 温 療 法 の
研 究.日 癌 治20:2286～2290,1985
6)中 嶋 和 喜 ・久 住 治 男 山 本1'」c・ 内 藤 克 輔 ・三 崎
俊 光 ・小 橋 一 功 ・横 山 修 ・斎藤 泰 雄:手 術 不 能
の 進 行 泌 尿 性 器 悪 性 腫 瘍 に 対 す る,8MHz-RP'
加 温 療 法 の 研 究(第2報).日 泌 尿 会 誌77'304
^309,1986
7)久 住 治 男:泌 尿 器 科 領 域 の 腫 瘍 温 熱 療 法.Hyper-
thermia,Radiation&Chemicals10:14～18,
1982
8)久 住 治 男 ・中 嶋 和 喜:局 所 灌 流 加 温 療 法,ハ イ パ
ー サ ー ミア ,第1版,119,マ グ プ ロ ス 出 版,東
京,1984
9)中 嶋 和 喜 ・久 住 治 男 一三 崎 俊 光 ・川 口 光 平 ・菅 田
敏 明 ・亀 田 健 一 ・上 木 修 ・宮 城 徹 三 郎 ・西 野 昭
夫 ・エ タ ノー ル 加 ペ プ ロマ イ シ ン灌 流 に よ る 膀 胱






11)中 嶋 和 喜=ヒ ト膀 胱 癌 由 来 培 養 細 胞(KK-47細
胞)に お け る 温 熱 お よ び 放 射 線 に よ る 殺 細 胞 効 果










14)久 住 治 男 ・泌 尿 器 科 領 域 の 組 織 培 養,特 に 癌 を め
ぐ る 線 溶 系 とそ の 臨 床 的 応 用.泌 尿 紀 要27;829
^-841,1981
15)久 住 治 男 ・中 嶋 和 喜 ・西 野 昭 夫 ・三 崎 俊 光 ・右 田
俊 介;腎 癌 患 老 に お け る 術 前 。術 後 の 血 清 蛋 白 の
変 動.泌 尿 紀 要31・1519～1523,1985
(1985年6月3日 受 付)
